
海外連携研究１ 

１ 国際共同研究の概要及び意義・必要性など 

本研究計画調書は「中区分」の審査区分で審査される。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価に

関する規程」（公募要領２３頁参照）を参考にすること。 

主として研究代表者が海外の研究機関等に直接出向いて実施する研究計画を中心として、本国際共同研究の概要とその意

義・必要性を３頁以内で記述すること。 

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、なぜ海外の研究機関等へ直接出向いて国際共同研究を実施する必要が

あるか、国内外の研究動向等も踏まえ、その意義や必要性について具体的かつ明確に記述すること。 

（概要） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（本文） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式Ｓ－６３－１ 研究計画調書（添付ファイル項目） 

研究計画調書作成に当たって留意すること 
○本留意事項の内容を⼗分に確認し、研究計画調書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 

 

 

※留意事項①： 

1. 海外連携研究は審査区分表の中区分を活用し、広い分野の委員構成で多角的視点から審査が

行われることに留意の上、研究計画調書を作成すること。 

2. 公募要領１７頁の趣旨及び対象を十分に確認した上で研究計画調書を作成すること。 

 

※留意事項②： 

1. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。 

2. 本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。 
 

○本留意事項の内容を⼗分に確認し、研究計画調書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 

 


